
N0｡gSB1997年(平成9年） ⑥平和都市宣言
（60.12.3）広

報 し1⑪.且 世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、
賊に憂慮にたえない。

わが国は唯一の被哩国として、核兵器の恐ろしさと、被曝者の苦
しみを全世界の人々 に脈え、再び広島・長崎の惨禍を繩り返しては
ならない。

我弧子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる
核兵鴎に対しても、その廃絶を求め、ここに平和部市を宣冨する。
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市
政
ふ
れ

一
〉
市
政
に
対
す
る
臺

一
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

一
意
見
を
直
接
お
聞
き
し
、
市
政

一
に
反
映
さ
せ
る
た
均
毎
年

一
「
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
を

一
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
市
政
に
対
す
る
要
望
や
地
域

一
で
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

一
市
長
と
意
見
を
交
換
し
て
み
ま

一
せ
ん
か
。

一
皆
き
ん
の
率
直
な
意
見
が
《

一
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
い

一
か
さ
れ
ま
す
。

一
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

一
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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い
合
わ
せ
広
報
広
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課
広
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▼市政ふれあい懇談会日程
平
成
佃
年
度
に
、
湖
北
中
学
校
と
久
寺
家
中
学
校
の
給
食

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
給
食
の
調
理
業

務
を
民
間
に
委
託
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日時 場所地区

西部福祉センター

ボランティア室
我孫子

北地区

10月4日出

午後1時～3時

中
体

民館
一ル

我孫子

南地区

10月4日出

午後4時～6時

血
〈
圭
月

公
ホ

天王台北近隣セン

ター多目的ﾎール

天王台

地区

10月18日出

午後1時～3時

湖北地区公民館

第3学習室

湖北

地区

10月18日(jj

午後4時～6時

■

新木近隣センター

多目的ホール

新木

地区

10月25日出

午後1時～3時

垂桓垂

布佐

地区

10月25日出

午後4時～6時

布佐市民センター
ｽﾃー ｼｮﾝホール
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▼表1．給食施設建證年度▼表2.民間委託計画三杢鳶室隆盛
－

中
学
校
給
食
は
、
平
成
５
年
度

か
ら
白
山
中
学
校
で
実
施
き
れ
、

８
年
度
に
は
湖
北
台
中
学
校
、
９

年
度
は
布
佐
中
学
校
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ま
た
現
在
、
４
校
目

の
我
孫
子
中
学
校
の
施
設
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

残
る
２
校
の
う
ち
湖
北
中
学
校

は
、
平
成
、
年
度
に
整
備
し
、
久

寺
家
中
学
校
は
「
厳
し
い
財
政
事

情
に
よ
り
、
１
年
間
繰
り
延
べ
て

ｎ
年
度
に
整
備
す
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
今
年
度
の
地
方
交
付

税
（
市
の
状
況
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
き
れ
る
お
金
）
が
７
月
に

決
定
し
、
当
初
の
予
定
を
上
回
り

ま
し
た
。
今
年
３
月
の
時
点
で
は

市
の
財
政
調
整
基
金
超
億
円
〈
経

済
変
動
で
、
財
源
に
不
足
が
生
じ

た
時
や
、
災
害
等
の
緊
急
な
支
出

に
充
て
る
た
め
、
機
み
立
て
ら
れ

た
お
金
）
の
う
ち
７
億
８
千
万
円

を
取
り
崩
し
て
、
市
の
予
算
の
収

入
不
足
に
充
て
る
予
定
で
し
た
注

こ
の
交
付
税
に
よ
っ
て
今
年
度
は

来
年
度
に
給
食

施
設
整
備
を
完
了
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、

取
り
崩
し
を
じ
な
く
て
も
財
政
運

営
で
き
る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
で
き
る
限
り
教
育

環
境
の
公
平
性
を
確
保
し
た
い
と

考
え
、
、
年
度
に
、
湖
北
中
学
校

と
併
せ
て
、
久
寺
家
中
学
校
の
給

食
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
表
１
参
照
）

ｎ
年
度
か
ら
は
、
市
内
す
べ
て

の
中
学
校
で
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

交
付
税
の
増
額
は
あ
っ
た
も
の

の
、
来
年
度
以
降
の
市
の
財
政
が

苦
し
い
こ
と
に
は
、
少
し
も
変
わ

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
一
日
も
早
く
全
校

で
給
食
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

実
施
後
は
、
で
き
る
限
り
効
率
的

に
運
営
し
、
経
費
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
柏
市
や
松
戸
市
で

行
わ
れ
て
い
る
中
学
校
給
食
の
調

理
の
民
間
委
託
を
、
給
食
の
衝
の

良
き
や
安
全
性
を
守
り
な
が
ら
、

我
孫
子
市
で
も
導
入
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

、

人
件
費
を

大
幅
に
節
約

訓
一
司
剰
訓
」
》
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三
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口
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■
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建
設
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た
だ
し
委
託
す
る
の
は
調
理
だ

け
で
、
栄
養
士
は
今
ま
で
と
同
じ

に
学
校
職
員
と
し
て
１
校
に
１
人

配
設
さ
れ
、
学
校
長
の
責
任
の
下

で
、
献
立
作
り
や
食
材
の
峨
入
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
調
理
方
法

を
決
定
し
、
委
託
を
受
け
た
民
間

会
社
に
指
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
社
員
が
、
学
校
の
給
食
室
の

設
備
を
使
っ
て
調
理
し
ま
す
。

各
校
の
栄
養
士
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
配
慮
し
ま
す
。

①
学
校
の
行
事
や
生
徒
の
状
況
を

考
え
て
献
立
を
作
成
す
る
。

②
我
孫
子
産
米
の
職
入
や
、
季
節

に
合
わ
せ
た
新
鮮
な
野
菜
を
市
内

業
者
か
ら
安
く
購
入
す
る
。

③
と
く
に
主
菜
は
、
手
の
込
ん
だ

献
立
で
も
手
作
り
で
行
う
よ
う
、

調
理
方
法
を
指
定
す
る
。

さ
ら
に
、
安
全
な
粉
石
け
ん
を

使
用
し
て
洗
浄
す
る
と
と
も
に
、

高
水
圧
洗
浄
機
や
熱
風
保
管
庫
な

ど
市
所
有
の
器
材
、
備
品
を
貸
与

し
、
衛
生
管
理
言
三
ア
ル
の
徹

底
を
図
り
、
安
全
衛
生
を
確
保
し

ま
す
。

市民体力づくり大会
紺
体

今
年
も
、
恒
例
の
「
市
民
体
力

臓
帥
づ
く
り
大
会
」
が
、
ｍ
月
、
日

惨
場
垂
体
夏
日
に
、
震
体
嘉

分
の
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー

釦
天
シ
を
す
る
に
は
絶
好
の
季
節
ご

鵬
偲
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
、
さ
わ
や

前
場
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
芝
か
。

午
球
な
お
当
日
は
大
会
終
了
後
、

㈹
鰡
詞
額
譜
灘
鯛
噸
し
ま
す

Ⅲ
媚
鰯
◎
主
な
種
目
（
体
育
館
野
球
場
）

月
民
館
＊
ド
Ｚ
系
ｌ
ル
＊
親
子
リ
レ

扣
市
育
Ｉ
調
引
き
農
害
物
競
走

時
所
＊
ピ
ン
釣
り
競
走
業
琴
ｌ
ン

日
場
レ
ー
ス
＊
ウ
ル
ト
ラ
ク
ィ
ズ
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三
中
学
校
給
食
は
、
来
年
度
ま
の
良
さ
を
き
ち
ん
と
守
り
な
が
一

良
い
給
食
を
効
率
的
に

市
長
褐
鳴
芳
亥
季

で
に
全
校
の
整
備
を
完
了
さ
せ
ら
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
す

一
ま
す
。
し
か
し
今
後
も
、
０
１
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
９

’
１
５
７
対
策
を
含
め
た
既
存
の
そ
こ
で
中
学
校
に
お
い
て
、
一

一
施
設
の
改
善
な
ど
、
多
く
の
子
各
学
校
に
栄
養
士
を
配
鍾
し
給
一

蓉
算
が
か
か
り
ま
す
。
食
室
で
手
作
り
の
調
理
を
す
る
一
号

一
さ
ら
に
給
食
の
ほ
か
学
校
教
「
自
校
方
式
」
は
そ
の
ま
ま
に
一

一
青
で
は
、
老
朽
校
舎
の
改
修
や
し
て
、
調
理
だ
け
を
民
間
に
委
一

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
盤
備
な
託
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
一

一
ど
藥
大
な
予
算
を
必
要
と
し
て
れ
に
よ
り
、
年
間
約
１
億
円
の
壺

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

「
安
全
で
お
い
し
い
給
食
」
と
高

い
評
価
を
受
け
て
き
た
、
我
孫
子

市
の
学
校
給
食
の
質
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
方
法
で
給
食
調
理
を
委
託

し
た
場
合
、
中
学
校
６
校
の
調
理

員
の
人
件
費
は
、
年
間
約
１
億
円

と
な
る
試
算
で
す
。
従
来
ど
お
り

市
直
営
で
行
う
と
、
２
億
３
０
０

万
円
か
か
る
見
通
し
で
、
委
託
の

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

、

※
各
競
技
参
加
蛍
あ
り

◎
講
習
会
（
雨
天
中
止
）

〈
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
〉
＊
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
＊
卓
球

〈
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〉
＊
硬
式

テ
ニ
ズ
＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

〈
体
育
館
中
庭
〉
＊
夕
Ｉ
ゲ

ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

◎
壮
年
体
力
測
定
（
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ
）
＊
反
復
横
跳
び
＊

垂
直
跳
び
ほ
か

※
ア
リ
ー
ナ
を
使
用
す
る
場
合

は
、
各
自
上
履
き
を
持
参
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

体
育
課
室
弱
）
１
１
５
１

方
が
年
間
約
１
億
円
も
節
約
で
き

ま
す
。平
成
、
年
度
に
給
食
を
開
始
す

る
我
孫
子
中
学
校
か
ら
順
に
委
託

を
行
い
、
そ
の
後
す
で
に
給
食
を

実
施
し
て
い
る
中
学
校
に
つ
い
て

も
委
託
に
切
り
替
え
、
平
成
型
年

度
ま
で
に
６
つ
の
中
学
校
全
部
を

委
託
化
し
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
総

務
課
壷
（
顕
）
１
１
５
１

’
成田線みんなの力 複線 化て

建設年度

平成4年

平成7年

平成8年

平成9年

平成10年

学校名

白山中学校

湖北台中学校

布佐中学校

我孫子中学校

湖北中学校

久寺家中学校

委託年度

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

学校名

我孫子中学校

湖北中学校

久寺家中学校

湖北台中学校

布佐中学校

白山中学校
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ｍ
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
環
民
の
皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
と
経
一
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
全
情
や
要
望
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
▼
一
日
所
長
山
遊
亭
金
太
郎
一

境
条
例
は
、
公
害
対
策
か
ら
環
境
験
を
施
策
に
反
映
す
る
た
め
に
、
一
国
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
結
織
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
（
市
内
在
住
落
語
家
）

問
題
全
般
に
つ
い
て
「
環
境
保
全
」
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
》
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
国
で
は
、
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
行
政
監
一

と
い
う
概
念
の
も
と
に
《
そ
の
解
審
議
会
は
、
市
民
の
方
を
は
じ
一
県
、
市
町
村
等
と
協
力
し
て
、
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
察
事
務
所
（
行
政
苦
情
１
１
０
一

決
に
向
け
た
基
本
的
方
向
を
示
す
垣
学
識
経
験
者
や
事
業
者
等
の
一
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
▼
日
時
・
場
所
、
月
Ⅳ
日
（
金
）
番
）
垂
０
４
３
（
２
４
４
）
１
－酸

部
分
と
、
「
公
害
対
策
」
の
基
本
代
表
な
ど
狸
名
以
内
で
鱗
成
さ
れ
一
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実
壬
副
ｎ
時
か
ら
午
後
３
時
、
市
民
１
０
０
、
市
役
所
広

指
針
と
す
る
部
分
と
の
両
方
を
傭
ま
す
。
あ
な
た
の
経
験
を
、
環
境
一
現
を
図
る
た
め
に
、
次
の
と
お
プ
ラ
ザ
垂
（
露
）
１
１
１
１

え
て
い
ま
す
。
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ｒ
１
１
，
１
●
１
．
１
．
１
・
Ｉ
４
１
１
，
１
・
Ｉ
’
１
蝿
Ｉ
・
Ｉ
６
ｉ
Ｉ
‐
１
，
１
’
１
’
１
’
１
４
１
１
●
１
．
１
，
１
・
Ｉ
’
１
１

壷
Ⅲ
条
閏
蕊
な
い
持
続
的
震
が
可
能
な
茎
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ゞ

朋
職
騨
職
蟻
雛
撫
篭
一
目
行
威
桐
閾
財
壱
圃
霞
鰯
蝿
稲
轆
轤
一

現
在
の
環
境
問
題
は
、
工
場
や
糎
誰
唾
罐
唇
握
鍾
秘
識
垂
鈴
錯
一
役
所
等
の
仕
事
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
を
癖
獅
》
郡
怨
曄
個
畔
醍
窮
秘
》
一

事
業
所
な
ど
か
ら
発
生
す
る
産
業
し
て
い
ま
す
。

一
ｍ
月
狸
日
（
日
）
か
ら
行
政
相
り
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
支
店
、
千
葉
県
、
千
葉
県
警
察
一

》
澤
袴
吟
嘩
ご
魂
詫
維
耐
個
準
浄
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集
一
談
誕
“
捧
癖
嘩
岬
匿
奇
》
さ
ん
道
路
の
補
修
、
信
号
機
の
改
善
行
政
相
談
委
員
、
総
務
庁
千
葉
一

し
ま
す
。
本
部
、
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
二

型
公
害
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
環
境
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
市
一
に
行
政
相
談
制
度
を
広
く
承
知
、
公
共
城
員
の
応
接
態
度
な
ど
の
苦
行
政
監
察
事
務
所
、
我
孫
子
市
一

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

（
日
）
ま
で
〃
困
り
ま
す
自
転
車
置
れ
た
自
転
車
は
、
高
齢
者
や
車
イ
車
の
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
自

き
去
り
知
ら
ん
ぷ
り
〃
を
合
言
葉
ス
利
用
者
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
次
の

に
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
リ
か
、
災
害
の
際
に
は
救
助
活
動
こ
と
を
守
り
、
自
転
車
を
障
害
物

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。
の
障
害
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ｍ
月
１
日
（
水
）
か
ら
ｎ
月
即
日
駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
壷
さ
車
商
組
合
に
よ
る
駅
前
放
壷
自
転

／

今
日
か
ら
Ⅷ
月
釦
日
（
日
）
ま
で

ために環境審議会の委員を募集します

の
放
置
自
転
車
を
生
む
原
因
で
す
。
場
に
冠
き
ま
し
ょ
う
。

を
確
立
す
る
た
め
に
、
市
、
市
民
、
▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方
－
マ
に
意
見
を
ま
と
め
、
住
所
、

率
業
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
（
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に
委
嘱
氏
名
、
轍
業
、
性
別
、
生
年
月
日
、

策
の
在
り
方
、
日
々
の
生
活
、
率
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
）
電
話
番
号
、
各
種
団
体
に
所
属
し

業
活
動
に
つ
い
て
、
環
境
に
配
噸
▼
任
期
２
年
て
い
る
方
は
団
体
名
を
、
賓
格
を

し
た
具
体
的
な
行
動
を
求
め
て
い
▼
報
酬
審
議
会
出
席
１
回
に
つ
お
持
ち
の
方
は
そ
の
査
格
を
明
記

ま
す
。
き
６
５
０
０
円
（
年
２
回
経
度
）
し
、
ｍ
月
巧
日
（
水
・
消
印
有
効
）

さ
ら
に
、
市
民
が
将
来
に
渡
っ
▼
選
定
方
法
選
考
委
員
会
に
よ
ま
で
に
環
境
保
全
課
壷
（
顕
）
１
１

て
環
境
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
り
選
定
１
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

で
き
る
よ
う
、
適
切
な
環
境
の
保
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
４
※
応
募
さ
れ
た
原
稿
は
公
表
・
返

全
を
図
り
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
に
却
い
た
し
ま
せ
ん

と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
が
、
大
量
せ
ず
、
決
め
ら
れ
た
自
転
車
駐
車

放
置
自
転
車
を
無
く
し
て
安
全
＊
盗
難
車
が
放
磁
自
転
車
に
な
ら

ま
た
、
蝋
境
に
や
さ
し
い
社
会
▼
募
集
人
員
３
人
「
明
日
の
環
境
を
考
え
る
」
を
テ

「
短
い
時
間
だ
か
ら
大
丈
夫
」
＊
自
転
車
は
道
路
や
歩
道
に
放
證
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１
１
４
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１
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１
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１
１
ｌ
；
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

違反建築防止週間
６
’
９
§
〃
９
０
’
９
↓
ｊ
９
４
ｊ
９
１
１
９
１
ｊ
↑
１
４
，
’
１
１
’
９
６
１
９
６
４
９
０
６
１
７
１
少

=建築物の安全性を確認しましょう＝

ん
。

建
築
物
に
つ
い
て
も
、
ル
ー
ル

あ
な
た
の
周
り
に
、
ま
ち
の
風

景
を
ひ
き
た
た
せ
て
い
る
家
や
建

物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
ま

ち
な
み
の
景
観
を
よ
く
し
た
り
、

我
孫
子
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
育

て
て
い
る
人
た
ち
は
い
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
我
孫
子

ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
に
、
我

孫
子
市
景
観
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま
ち
で
評
判
の
建
物
や
景
観
形

成
の
目
で
み
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

を
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

自
聴
、
他
聴
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象
⑩
市
内
に
あ
る
建
築
物

等
（
工
作
物
、
広
告
物
を
含
む
）

で
①
周
囲
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
、

さ
ぎ

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

犯罪や事件を

起訴してくれないときは

「
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
ど
し
ど
し
応
募
を

検察審査会にご相談を

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
と
き
は
、
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

裁
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で

は
ご
依
頼
い
た
だ
け
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
の
会
合
な
ど
に
、
検
察
審
査

会
制
度
に
つ
い
て
説
明
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
松
戸

検
察
審
査
会
事
務
局
（
千
葉
地
方

裁
判
所
松
戸
支
部
内
）
壷
０
４
７

（
３
６
８
）
５
１
４
１

色
彩
な
ど
②
空
間
を
有
効
に
利
用

し
、
ゆ
と
り
を
与
え
て
い
る
③
崇

観
向
上
の
た
め
先
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
④
周
辺
環
境
の
向
上

に
努
め
て
い
る
⑤
自
然
・
歴
史
的

環
境
へ
の
配
慮
や
保
存
、
再
生
を

図
っ
て
い
る
、
な
ど
の
所
有
者
、

設
計
者
お
よ
び
施
工
者

②
市
内
に
お
い
て
活
動
・
行
為
を

行
っ
て
い
る
個
人
、
団
体
で
①
そ

の
活
動
、
行
為
を
と
お
し
て
祭
観

形
成
を
図
っ
て
い
る
②
一
定
区
域

内
で
長
年
に
わ
た
り
ル
ー
ル
を
作

り
、
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
る
③

工
事
現
場
の
仮
囲
い
な
ど
で
周
辺

の
筆
観
に
配
慮
し
て
い
る
等

▼
表
彰
選
考
結
果
は
平
成
加
年

２
月
に
発
表
予
定
。
入
蛍
し
た
建

我
孫
子
市
景
観
行
政
懇
話
会

（
座
長
梶
島
邦
江
聖
徳
短
大
助
教

授
）
が
、
７
月
１
日
（
火
）
に
設
澄

き
れ
ま
し
た
。

同
懇
話
会
は
、
ｍ
名
の
委
員
で

鱗
成
き
れ
、
学
識
経
験
者
、
専
門

家
の
ほ
か
、
一
般
公
募
で
選
出
さ

れ
た
市
民
２
名
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
前
述
し
た
景
観
賞
は
、
懇
話

会
の
提
言
を
え
て
創
設
さ
れ
た
も

築
物
等
の
所
有
者
、
設
計
者
、
施

工
者
、
お
よ
び
活
動
、
行
為
等
を

行
っ
た
個
人
、
団
体
に
は
表
彰
状

と
記
念
品
を
、
入
賞
者
を
推
薦
さ

れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈

景
観
行
政
懇
話
会
が
発
足

’
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
市

役
所
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
市
内

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
に
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
穴

ガ
キ
に
同
様
の
事
項
を
記
入
し
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
し
、
、
月
配

日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
都
市
計
画

課
景
観
推
進
係
垂
（
顕
）
１
１
１
１

内
線
５
７
７
へ

の
で
す
。

今
後
の
懇
話
会
で
は
、
我
孫
子

ら
し
い
、
環
境
に
重
点
を
設
い
た

鍛
観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
、

制
度
的
柱
と
な
る
景
観
条
例
の
策

定
に
つ
い
て
、
提
言
を
行
う
た
め

審
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
景

観
推
進
係
壷
（
露
）
１
１
１
１

，
Ｉ
）
ト
《
、
『
ノ
。

我
孫
子
警
察

（
配
）
０
１
１

災
課
金
（
顕
）

１
４

10月14日㈹から20日(月)までは

ご利用ください

公証役場
10月6日(月)に

特別相談を行います

、
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
火
）
等
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
は
、

ま
で
は
、
「
公
証
週
間
」
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
証
役
場
は
あ
な
た
の
財
産
を
▽
日
時
、
月
６
日
（
月
）
午
後

守
る
た
め
に
、
公
正
証
書
等
の
作
１
時
か
ら
４
時
（
費
用
無
料
）

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▼
場
所
千
葉
地
方
法
務
局
柏

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
公
証
支
局
（
柏
市
柏
６
の
ｍ
の
霊
）

役
場
で
は
特
別
相
談
所
を
開
設
し
▼
相
談
員
公
証
人

ま
す
。
契
約
、
過
言
、
会
社
の
定
▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
地
方
法

款
、
私
文
書
の
認
証
や
確
定
日
付
務
局
柏
支
局
壷
（
師
）
３
３
０
９

10月1旧仕)から20日(月)まで

富国勉域舅禽昌動暑行勵寓す
小学校低学年生に犯罪防止パンフレットを配布

の
盗
難
防
止
、
侵
入
盗
の
防
止

＊
少
年
の
非
行
防
止

＊
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
排
除
）

で
す
。運

動
期
間
中
、
市
防
犯
協
識

会
で
は
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
、
、
月
過
日
（
月
）
に
我
孫

子
第
四
小
学
校
・
湖
北
小
学
校

付
近
で
地
域
の
少
年
指
導
頁
、

防
犯
指
導
員
、
防
犯
連
絡
所
が

中
心
と
な
っ
て
「
子
ど
も
を
誘

拐
の
魔
の
手
か
ら
守
る
た
め
の

啓
発
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

同
時
に
、
「
犯
罪
防
止
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
市
内
小
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
３
２
０

市
防
犯
協
議
会
で
は
、
ｍ
月
０
人
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ｎ
日
（
土
）
か
ら
即
日
（
月
）
ま
で
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
『
犯

行
わ
れ
る
「
全
国
地
域
安
全
運
罪
防
止
に
つ
い
て
、
ご
家
族
で

動
」
に
あ
わ
せ
、
市
・
警
察
署
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
協
力
し
て
防
犯
連
動
を
行
い
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

ま
す
。
署
生
活
安
全
課
貧
配
）
０
１
１

今
年
の
連
動
の
重
点
目
標
は
、
Ｏ
、
地
域
振
興
防
災
課
金
（
顕
）

＊
自
転
車
。
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
１
１
１
１
内
線
２
１
４
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’
科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
▼
対
象
平
成
９
年
６
月
生
ま
れ

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
日
時
、
月
聖
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
訓

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。
▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

1胴の日曜，休日当番医：
こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る
ル
、
”
日
…
歯
ブ
ラ
シ

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

伝診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの健康保険証と診療費

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
は
毎
回
、
３
日
…
バ
ス
タ
オ

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
幻
日
（
火
）
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
…
平
成
９
年

３
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
．
：

同
９
年
６
月
３
日
以
前
に
１
回
目

投
与
の
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の

時
か
ら
２
時
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
の
育
児
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
対
象
市
内
在
住
の
如
歳
以
上

の
方
▼
期
間
今
日
か
ら
狸
月
末
ま
で

▼大腸がん検診委託医療機関一覧表
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
を

ｌ
Ｉ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

詳
細
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
は
予

防
接
種
ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対

象
と
な
る
転
入
者
（
小
学
校
入
学

前
ま
で
）
に
は
各
翌
月
に
郵
送
〉

を
、
小
・
中
学
生
は
予
防
接
種
の

予
診
票
に
添
付
し
て
あ
る
注
意
書

き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
っ
て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
方
法
便
潜
血
検
査
（
便

に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
ま
す
）

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

▼
受
診
方
法
市
内
の
委
託
医
療

機
関
（
左
表
参
照
）
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
検
診
票
と
採

便
器
が
あ
り
ま
す
。

▼
費
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

頭………

■
て
き
ま
す
。
ざ
ら
に
重
症
に
な
る
法
、
硬
化
療
法
、
手
術
療
法
が
あ

健
康
メ
モ
鰯
と
馬
炎
蕊
り
返
し
た
り
、
色
り
手
が
、
程
肇
襄
に
よ
り

素
沈
着
が
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
最
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
軽

か
し
じ
よ
う
み
や
く
り
吟
う

か
い
よ
う

下
肢
静
脈
瘤
は
、
静
脈
が
拡
後
に
は
治
り
に
く
い
淡
甥
を
起
こ
い
症
状
に
は
圧
迫
療
法
、
硬
化
療

張
・
蛇
行
し
、
血
液
が
逆
流
．
し
た
り
し
ま
す
。
法
が
、
重
い
症
状
に
は
手
術
療
法

う
っ
血
を
起
こ
し
て
下
肢
の
血
静
脈
瘤
は
、
生
ま
れ
つ
き
静
脈
が
行
わ
れ
ま
す
。

液
の
循
環
が
悪
く
な
る
病
気
で
が
弱
い
人
が
な
り
や
す
い
と
考
え
圧
迫
療
法
は
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン

す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
静
脈

駕
篭
護
下
肢
静
脈
瘤

逆
流
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
ま

す
。
ま
れ
に
先
天
性
の
も
の
や
、
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
訓
歳
以
上
の
グ
が
主
に
用
い
ら
れ
、
圧
迫
す
る

静
脈
血
栓
症
後
に
生
じ
る
こ
と
出
産
経
験
の
あ
る
人
、
立
ち
仕
事
だ
け
で
症
状
が
改
善
で
き
る
安
全

が
あ
り
ま
す
。
調
理
師
、
理
容
師
、
教
師
な
ど
）
で
安
易
な
治
療
法
で
丈
し
か
し
、

始
め
は
、
静
脈
が
拡
張
・
蛇
に
従
事
し
て
い
る
人
、
血
縁
者
に
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
着
用
し
て
い
な

行
す
る
だ
け
で
す
が
、
進
行
す
静
脈
瘤
の
あ
る
人
、
妊
娠
中
の
人
い
と
効
果
が
な
く
、
静
脈
瘤
が
な

る
と
下
肢
の
だ
る
さ
、
む
く
み
、
な
ど
に
多
い
よ
う
で
す
。
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
む
ら
返
り
な
ど
の
症
状
が
で
静
脈
瘤
の
治
療
に
は
、
圧
迫
療
硬
化
療
法
は
静
脈
瘤
内
に
硬
化

１

１

▼
日
時
、
月
加
日
、
”
日
の
い

ず
れ
も
月
畷
貝
午
後
１
時
受
付
、

１
時
釦
分
か
ら
３
時
（
参
加
無
料
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
加
日
…
識
話
「
健
康
に

や
せ
よ
う
」
幻
日
：
栄
養
の
話
、

健
康
体
操
、
試
食

▼
持
参
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
電
話
で
、
月
”
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
日
時
、
月
皿
日
、
型
日
、
詔

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
１

時
受
付
、
１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
、
健
康
体
操
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
受
付
時
間
内
に
直

接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

児
健
康
診
査
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
尿

※
診
査
票
は
記
入
し
て
持
参

、

が
心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
に
よ

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
貝
と
保
る
相
談
（
蛎
託
医
に
よ
る
相
談
は

健
端
に
よ
る
相
談
・
指
導
予
約
が
必
要
で
す
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
義
士
が
、

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク

や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

、

▼
日
時
、
月
３
日
、
五
日
、
聖

日
の
い
ず
れ
も
金
峨
日
、
午
後
２

剤
を
注
入
し
、
静
脈
瘤
を
消
滅

さ
せ
ま
す
。
こ
の
治
療
法
は
手

術
療
法
に
比
べ
再
発
率
が
高
い

た
め
、
局
所
麻
酔
で
静
脈
を
縛

る
手
術
を
行
っ
て
か
ら
硬
化
療

法
を
行
う
と
よ
り
確
実
で
す
。

手
術
療
法
に
は
、
静
脈
瘤
を

抜
き
取
る
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手

術
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
術
は

昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
確
実
で

す
が
、
入
院
が
必
要
で
す
。

下
肢
静
脈
瘤
は
良
性
の
病
気

で
す
が
、
治
療
し
な
い
限
り
徐

々
に
進
行
し
ま
す
。
あ
ま
り
悪

く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
専
門
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
云
函
）
５
５
２
５

肥
満
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど

で
食
事
療
法
が
必
要
な
方
も
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
百

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

’ 55

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

5日

10日

12日

19日

26日

病･医院名

アビコ外科鍋膠外科病院

竹田内科医院

アビコ外科整形外科病院

御子柴耳鼻咽喉科

我孫子東邦病院

石田医院

我孫子つくし野病院

耳鼻咽喉科飯田医院

我孫子聖仁会病院

守尾医院

話
|

・電

84-7321

85-0225

84-7321

88-5678

82-8166

82-7151

84-2211

83-3159

88-3111

84-6813

育
児
相
談

３
カ
月
児
相
談

医療機関名

東葛辻仲病院

我孫子つくし野病院

竹田内科医院

石田医院

遠藤クリニック

新田医院

天龍堂クリニック

守 尾医院

ｱピｺ外科整形外科病院

我孫子束邦病院

貫井医院

近藤胃腸科外科

小倉外科・内科

星野医院

佐藤内科医院

我孫子聖仁会病院

湖北台診療所

岡野内科医院

増田医院

宇治医院

長田内科・胃腸科

成広医院

平和台病院

住所

根戸946-1

つくし野131-1

つくし野6-5-1

本町1-4-21

本町2-2-1

本町2-4-3

緑1-6-11

白山1-18-5

我孫子264

我孫子1851-1

並木8-17-4

高野山285-3

柴崎台3-19-22

湖北台1-5-7

湖北台3-12-5

湖北台4-6-1

湖北台7-41-101

湖北台8-18-24

布佐1-13-6

布佐845-1

布佐2195

I北台9-7-10

I北台9-9-10

電話

(84)9000

(84)2211

(85)0225

(82)7151

(84)0232

(86)3387

(82)0150

(84)6813

(84)7321

(82)8166

(84)5555

(84)0211

(82)0165

(88)2248

(88)0934

(88)3111

(88)8768

(88)7770

(88)2840

(88)0835

(89)3101

(87)4610

(89)1111

夜間に急病のときは

テレホン
サーiビス

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

日
本
脳
炎

第
Ⅲ
期

型
歳
か
ら
蝿
歳
未
満
（
中
学
３
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
。
１
回
接
種

第
Ⅱ
期

９
歳
か
ら
喝
歳
未
満
（
小
学
４
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

第
１
期

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

風
し
ん
生
後
皿
月
か
ら
卯
月
未
満
、
皿
歳
か
ら
猫
歳
未
満

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）
。
１
回
接
種

煙
鍛
一
捗
フ
鱸
り
岬
一

ｎ
歳
か
ら
蝿
歳
未
満
（
小
学
６
年
生
に
予
診
票
を

配
布
）
・
第
Ⅱ
期
１
回
接
種

一

三
種
混
合

》
フ
テ
リ

】
日
せ

《
傷

風きア
LJ

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
二
極
混
合
を
接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
吃
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
在
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
‐
敬

ム
シ
歯
予
防
教
室

３
歳
児
健
康
診
査

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

療
育
相
談

乳
幼
児
発
達
相
談

栄
養
相
談

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
識
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一

1997.10

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
写
真
１

尾
瀬
・
秋
色

▼
作
品
鰹
ゲ
岳
、
大
江
湿
原

燧
ヶ
岳
主
峰
、
ブ
ナ
の
紅
葉
、
三

条
ノ
滝

▼
作
者
齋
藤
填
毒
夫
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▼
場
所
。
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
：
。
、
月

２
日
（
木
）
・
蝿
日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
…

、
月
９
日
（
木
）
・
霊
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
．
ハ
タ
イ
ム
）

．
：
、
月
面
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４
時

加
分
ま
で
）

謡
市
民
図
醤
館

露
湖
北
台
分
館

霞
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
塞
館

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し

図
書
館

だ
よ
り

盃
（
副
）
１
１
１
０

垂
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９

一
室

｜国
岸

そよかぜ号(:書鑓蟄)10月の日程(蕊）
嬬2．4水曜日､木雇日に巡回するｽﾃー ｼｮﾝ榧わりまし”函ご注意ください。

Ｉ
油
絵
Ｉ

旅
先
に
て

▼
作
品
ア
ッ
シ
ジ
（
、
号
）
、

春
の
甲
府
盆
地
（
、
号
）
、
八
ヶ

岳
山
麓
に
て
ｎ
号
）

▼
作
者
岩
本
隆
司
（
布
佐
平
和

《
ロ
）

画
展
示
期
間
、
月
晦
日
（
水
）
か

ら
ｎ
月
９
日
（
日
）

市民図書館本館は、次

のとおり祝日も§箙官します6

ヶ祝日開館日程

10月10日(祝）

＝市民図書館本館＝

曜日日｜ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間(午後）

1湖北湖北地区公民館1:20～1:50
水。中峠中峠旭田谷公園2:10～2:40

151青山台柴崎台4号公園3:00~4:00

l本|#|鯏灘零規隣愚ｸ關:職：
|金隅《竜識驫雪恕麗臭職剛

|Al＃＃|葬儲認臺鰯水

木&'蟇蕊'蕊秀蕊3児婁鯛謝二鯏
金24根戸根戸近隣センター2;O0～2:40
つくし野|東急ショッピングセンター裏'3:00~4:00

IA水
'＆木
３
．
〃

金

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
我
孫
子
市

ぜ
い
ざ
ん

に
ゆ
か
り
の
陶
芸
家
、
河
村
蜻
山

の
鋪
２
回
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

蜻
山
は
、
昭
和
、
年
代
か
ら
加

年
代
に
手
賀
沼
湖
畔
に
移
り
住
み
、

し
ゅ
う
お
う
し
と
ざ
ゅ
う

水
原
秋
桜
子
や
奥
村
土
牛
な
ど
文

化
人
と
交
流
す
る
一
方
、
地
域
に

密
着
し
た
作
陶
生
活
を
送
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
帝
展
・
文
展
・
日

展
で
は
高
い
評
価
を
受
け
、
昭
和

詔
年
に
は
芸
術
院
恩
賜
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
時
代
ご
と
に
異
な
る

作
風
の
、
多
彩
な
作
品
を
展
示
し

ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、
風
格
の
あ
る
峨
山

の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
う
ろ

ぐ
香
櫨
・
赤
絵
花
鳥
文

鶴
躯
河
識
端
鋤
農

時
代
ご
と
に
異
な
る
作
風
の
多
彩
な
作
品
群

9
0

23

2:00～2:50

3:10～4400
木

金 24

市
内
の
学
校
法
人
立
幼
稚
園
で

は
、
平
成
加
年
４
月
に
入
園
を
希

望
す
る
園
児
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▼
入
園
案
内
如
月
妬
日
（
水
）
か

ら
各
幼
稚
園
（
左
表
参
照
）
で
案

▼
日
時
、
月
、
日
（
祝
）
か
ら
加

日
（
月
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

〈
た
だ
し
、
猫
日
（
木
）
は
休
館
〉

▼
入
場
料
無
料

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
市
民
プ

ラ
ザ
壷
（
銘
）
２
１
１
１

▼
日
時
。
場
所
、
月
５
日
（
日
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
、
我
孫

子
駅
南
口
駅
前
商
店
街
周
辺
〈
雨

天
の
場
合
は
廻
日
（
且
に
延
期
〉

▼
内
容
＊
１
０
０
区
画
の
バ
ザ

▼市内学校法人立幼稚園

瀞
人
搬
幼
稚
園
児
募
集

幼稚園名’ 所在地 選話

白山2-7-5めばえ 84－1313

緑2-3-1ひかり 85-0415

若草 中里515 88-2026

おでがけください
湖北台 湖北台8-10-2 88－1001

湖北台5-2-1湖北白ばら 88-2211 内
書
を
頭
布
し
ま
す
。

▼
入
園
・
検
定
手
続
き
ｎ
月
１

日
主
）
以
降
に
出
願
手
続
き
を
行

い
、
各
幼
稚
園
の
案
内
に
従
っ
て

検
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
各
幼
稚
園
へ

ｌ
ル
＊
ビ
ン
ゴ
大
会
＊
第
四

小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
＊
旱

食
い
ト
ラ
イ
・
ア
イ
ス
ロ
ン
（
５

日
が
荒
天
延
期
の
場
合
は
中
止
）

※
当
日
は
、
周
辺
で
交
通
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
当
日
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時
か

ら
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
念
（
鑓
）

３
１
３
３
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
車
で
来
場
の
方
は
、
大
会
本
部

で
交
付
す
る
駐
車
券
を
提
出
し
た

場
合
、
２
時
間
に
限
り
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
１
駐
車
場
を
無
料
で
利
用

で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
フ
リ
ー
バ
ザ
ー

ル
あ
び
こ
切
実
行
委
員
会
（
市
商

工
会
内
）
垂
（
理
３
１
３
１

布佐1275わだ 89-1608

赤い羽根共1司

募金にご協力を

二階堂 久寺家479-1 85-1371

泉24-32エーデル 84-4804

つくしの つくし野6-23-10 84-3200

布佐台 布佐1849 89－0231

嬬議3に

｜
》

蕊
撫
戦
し
灘
墹
の
り
一
胸
緬
灘
霊
鑿
諦
尽
渋
谷
多
佳
子

柴
橘
紀
代

歩
絵
集
鬘
し
く
舂
芒
手
。
砿
剖
”
誓
簑
豐
識
誉
実

ぞ
う
げ
ぺ
ら

蝿
や
母
の
遺
せ
し
象
牙
篦
松
浦
白
梅

ｌ
グ
ー
に
は
参
加
決
定
通
知
を
郵
一
。
町
角
の
交
番
無
人
燕
の
仔
和
田
正
邨

こ
え
し

や
ど

》
ｗ
鵠
蝿
熟
議
癖
一
蝋
擬
鱸
癖
簸
蝋

毒
弥
鋤
撫
灘
稚
刷
蓉
毅
添
蝋
纈
贈
駐
蕊
釘
篝
錘
瀕

か
て
ん
ら
よ
う中

野
五
郎

ア
の
部
：
・
中
学
生
・
高
校
生
で
描
一
永
耗
湖
砿
け
ふ
限
り
永
き
勤
め
を
終
へ
る
朝
妻
は
め
で
た
し
と

体
ユ
幟
蕊
葱
‐
譲
堂
渕
撫
獅
鱗
（
‐
季
イ
雛
婦
鯉
鑑

皆
さ
ん
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
を
ご
存
が
家
族
で
織
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
一
階
蝿
鋤
恋
ら
油
構
い
で
ゆ
く
横
山
延
枝

じ
で
す
か
。
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
と
は
、
▼
参
加
費
無
料

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
〈
一
鋤
科
雑
辮
酎
唯
睦
函
睡
埜
雑
か
す
か
な
風
涼
し
ひ
ぐ
ら
し
の
声

岩
戸
亨

講
‐
ル
臺
て
体
臺
行
禮
崖
誕
溺
筆
鐺
儀
蕊
鶏
繧
み
た
葦
の
琴
て
鴦
謹

う
ホ
ッ
ケ
ー
で
す
。
東
海
林
講
和

は
ね

は
た
あ
き

誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
楽
し
い
校
名
、
リ
ー
ダ
ー
の
住
所
、
電
話
一
青
空
に
透
き
て
光
れ
る
翅
み
せ
て
コ
ス
モ
ス
畑
に
蛸

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
ぜ
ひ
参
番
号
、
出
場
す
る
部
チ
ー
ム
名
一
選
蛉
飛
び
交
ふ
〃
や
沖
野
．
賦

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
柔
敵
な
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
一
太
繊
ど
は
な
り
に
し
蝉
か
あ
ま
た
に
も
樺
並
木
の
木
下

▼
日
時
ｎ
月
９
日
（
且
午
前
９
ｃ
を
明
記
し
《
、
月
晦
日
（
水
・
一

寛
に
ま
ろ
ぶ
馬
場
千
鶴
子

時
雰
か
ら
雲
４
時
箸
）
ま
で
に
蓑
子
１
６
８
４
－
歌
本
言
者
の
童
を
狙
ひ
譜
す
る
飢
に
菫
っ
北
キ

▼
場
所
市
民
響
館
箸
委
員
会
社
会
箸
鑿
（
餡
）
一
短
山
ツ
ネ
の
眼
小
林
光
江

▼
募
集
定
員
１
チ
ー
ム
５
か
ら
１
１
５
１
へ
迎
え
た
る
先
祖
の
蕊
に
豊
作
の
大
き
な
稲
穂
を
供
え

告
げ
た
り

新
堀
孝
女

県
立
房
総
風
土
記
の
丘

帰
宅
し
て
生
き
物
居
る
は
安
ら
ぐ
と
一
人
居
の
隷
予

さ
か
な

企
画
展
「
古
代
の
道
と
旅
皇
篝
謁
ひ
居
る
山
口
趨
子

一
⑦
⑤
③
⑮
⑳
②
⑪
③
⑪

古
代
に
は
、
中
央
政
府
と
の
つ
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
が
り
を
重
視
し
た
政
治
色
の
強
▼
展
示
期
間
。
場
所
皿
月
３
日
一

い
〃
官
道
″
が
、
各
地
に
建
設
書
（
祝
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
一
Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ
話
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
て
い
ま
し
た
。
企
画
展
「
古
代
４
時
鋤
分
（
月
峨
日
と
休
日
の
翌
一
▼
無
料
で
＊
木
製
ベ
ッ
ド
〈
宮
な
お
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
赦
は
、

の
道
と
旅
」
で
は
、
古
代
の
道
の
日
は
休
館
）
、
県
立
房
総
風
土
記
一
腰
壷
蕊
）
９
１
５
０
〉
商
工
観
光
課
消
費
指
導
係
で
、
電

果
た
し
た
役
割
を
、
最
近
発
見
ざ
の
丘
（
成
田
線
安
食
駅
か
ら
バ
ス
、
一
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

れ
た
貴
重
な
考
古
査
料
を
交
え
、
お
よ
び
徒
歩
）
一
＊
ベ
ビ
ー
カ
ー
官
型
）
〈
斉
藤
▼
取
り
扱
い
品
日
用
雑
貨
等
の

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
▼
入
場
料
無
料
一
霊
（
理
５
９
２
６
〉
＊
工
業
用
耐
久
消
謎
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

ま
た
期
間
中
、
識
演
会
・
解
説
▼
問
い
合
わ
せ
同
風
土
記
の
丘
一
ミ
シ
ン
〈
沢
口
霊
（
理
０
８
０
０
〉
車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
壷
０
４
７
６
（
唖
３
１
２
６
一
▼
申
し
込
み
連
絡
先
へ
直
接
電
▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

今
日
か
ら
、
狸
月
証
日
（
水
）
ま

で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

懸 浄寺Ⅱ111ト切月加刷

展
開
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
黄

重
な
募
金
は
、
社
会
福
祉
施
設

の
運
営
や
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協

議
会
壷
（
鍵
）
１
５
３
９

旦選

ま
き
か
ど
お
お
が
ら
す

秋
陰
や
将
門
の
井
の
大
珊
壁
谷
千
鶴
子

下
駄
の
緒
が
き
つ
し
と
泣
く
児
花
火
咲
く島
田
富
江

あ
邸
ざ
く
ら

あ
ら
が
は
ず
身
を
ゆ
だ
ね
つ
葦
秋
桜
小
林
福
子

秋
暑
し
遮
跡
堀
る
人
皆
無
口
野
口
こ
う

へ
き
き

は
ち
が
つ
じ
ん

舳
に
て
沼
ま
つ
二
つ
八
月
尽
渋
谷
多
佳
子

方
言
に
戻
る
墓
参
の
立
話
柴
橘
紀
代

ひ
ぐ
必
し

ぞ
う
げ
ぺ
ら

蝿
や
母
の
遺
せ
し
象
牙
篦
松
浦
白
梅

町
角
の
交
番
無
人
燕
の
仔
和
田
正
邨

沖
走
る
船
や
運
動
会
の
秋
萩
谷
日
出
夫

こ
え
し

や
ど

ひ
ぐ
ら
し
の
声
沁
み
わ
た
る
山
の
宿
須
田
利
夫

ク
ロ
ー
バ
ー
は
さ
む
新
本
夏
逝
き
い
吉
田
三
重

葛
の
花
散
り
込
む
陰
の
疎
水
か
な
斉
藤
幸
子

、一

｜〃

〃

一

ひ

ろ

Iざ

鰯
め

篭

市

民
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東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
完
成

を
記
念
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ

あ
い
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ン
ち
ぱ
」
を
開
催
し
ま
す
。

花
の
迷
路
や
音
楽
の
ス
テ
ー
ジ
、

物
産
展
な
ど
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ま
だ
通
っ

た
こ
と
の
な
い
橋
を
、
ご
家
族
皆

さ
ん
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
ｎ
月
幻
日
（
金
）
か
ら

誕
日
（
体
）
〈
応
募
に
あ
た
っ
て
は

／

|諜學市扇厨湾アクアヲザン 文化祭
鋤朧謂 主役。今年で40回を迎える「我孫子市文化祭」は市民の皆さんが

帆芸術の秋〃に身近な芸術、文化活動に触れてみませんか。

少問い合わせ教育委員会社会教育課丑(85)1151
この機会に皆さんで橋を歩いてみませんか

心

－

塁_一
今
云行事名 内容等’月日I時間希

望
日
１
日
を
指
定
の
こ
と
〉

▼
会
場
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

▼
集
合
場
所
Ｊ
Ｒ
木
更
津
駅
、

Ｊ
Ｒ
袖
ヶ
浦
駅
（
会
場
ま
で
は
シ

ヤ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
）

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

▼
募
集
人
員
各
日
と
も
２
万
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
で
、
月
巧
日
（
水
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
希
望
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
日
、
集
合
場
所
（
木
更
津
駅
、

袖
ヶ
浦
駅
）
を
明
記
し
、
返
信
用

に
は
ご
自
分
の
あ
て
先
を
記
入
の

う
え
、
〒
２
６
０
干
葉
市
中
央
区

長
洲
１
の
９
の
１
干
葉
県
庁
内
郵

便
局
留
壷
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
霊
０
４
３
（
２
２
３
）
３

２
８
４
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
ハ
ガ
キ
－
枚
で
４
人
ま
で
記
入

で
き
ま
す
（
返
信
用
ハ
ガ
キ
は
当

日
持
参
）

のど自慢のみなさんと華
やかな踊りに乞うご期待。

歌謡曲発表会 10月12日（日） 1l:00～16;00
辛
一
云

かわいいプリマ達の踊

りに乞うご期待。
バレエ発表会 10月19日（日） 13:00～16:00

日本の伝統美を披露し
ます。

日本舞踊発表会 市民会館ホール10月26日（日） 13:00～17:00

ヒ
ヒ

ム
日
》

バラエティーに冨んだ
波奏をお聞きください。

軽音楽演奏会 11月2日（日） 13:30～17:00

熱唱、熱波･楽しい－
時をどうぞ。

民謡・民舞発表会 11月3日(祝） 10:30～17:00

祭
９
月
１
日
（
月
）
、
総
合
防
災
訓

練
が
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
を

中
心
会
場
に
市
内
４
カ
所
で
地

域
の
自
治
会
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

な
ど
総
勢
９
６
０
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

手
賀
沼
のあ

び
こ
あ
れ

日本の伝統の音色をお
聞きください。

湖北地区公民館ホール三曲浪奏会 11月9日（日） 13:00～16:00

会館
筋2.3会議室

会館
3会議室

秋の皐月にもたいへん
趣があります。

市民

大会議室

市民
第2．

10月18日･19日

（土・日）
皐月秋季展

総
合
防
靴

展
示
部
門

あでやかな花、花。

（当日の出品も可）
洋ラン展 10月26日（日）

あ

■
総合展覧会
瞥遊､蕪道､写典､醤遊・
稚適鰯座生、視覚障播
老協会蜘人部硴遊鵬

力作､傑作ぞろいです。
素敵な趣味にあなたも
チャレンジなさってみ

ては。

市民プラザ

火
訓
練
を
市
内
４
カ
所
で
実
施

水
を
消
火
や
生
活
用
水
に

び 11月1日～11月3日

（土～祝）手工芸

識座

手工芸

生展
湖北地区公民館

今
回
は
、
我
孫
子
南
部
・
北
部

地
域
対
策
支
部
管
区
内
を
対
象
に
↑

震
度
７
の
直
下
型
大
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。

残
暑
の
中
、
医
師
会
に
よ
る
ケ

ガ
人
の
搬
送
救
謹
訓
練
、
多
重
事

市民会館常設展示場
10：00～16：00

こ 考古展 我孫子の原始古代
総
合
展
覧
会

丹締込めた作品です。
（当日の出品も可）

湖北地区公民館前湖北菊花展
11月2日～11月5日

（日～水）
あ

あびこｼｮｯピﾝクブﾗサ

正面入口前
香りもふくいくと。

（当日の出品も可）
我孫子菊花展

葉のすばらしさをご鑑
賀ください。

市民会館
第2．3会議室

れ 東洋蘭秋季展
11月8日･9B

（土・日）盆栽の出来栄えをご鑑
賞ください。

館
室

市
大

会
議

民
会盆栽展

こ 故
に
よ
り
横
転
し
た
車
か
ら
負

傷
者
を
救
出
す
る
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
時

間
当
た
り
４
ト
ン
も
浄
化
で
き

る
特
殊
フ
ィ
ル
タ
ー
装
着
の
浄

水
器
を
使
い
、
手
黄
沼
の
水
を

生
活
用
水
に
す
る
訓
練
も
．
：
。

今
回
初
め
て
行
っ
た
中
継
送

水
消
火
訓
練
で
は
、
消
防
署
と

消
防
団
が
、
手
黄
沼
岸
か
ら
我

孫
子
四
小
ま
で
高
低
差
”
岡
、

総
延
長
約
７
０
０
腕
を
６
台
の

ポ
ン
プ
車
、
弱
本
の
ホ
ー
ス
で

つ
な
雪
見
事
に
送
水
。

参
加
者
は
、
消
火
器
で
の
初

期
消
火
訓
練
や
炊
き
出
し
に
穂

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

一
』
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

A～Eクラス戦。出場

者募染（当日会場で受
付)。参加識2000円（昼
食付)。問い合わせは
山口電(88)1418へ

受付

9：00～9：30

大会
9：40～17：00

市

大

民
会
会
議
館
室囲碁大会 10月12日（日）

れ
各

A級…16人トーナメント

(敗巻職付)B級…リーグ
職｡出柵者募兆(当Iﾖ会秘
で受付)。参加曲1500円
（鉦食付）問い合わせは
金子か(82)3394へ

受付
9:30～10:00

大会
10：00～17：00

市民会館
第2．3会議室

将椣大会 10月25日(土）
種

’ 1
三十一文字の文学は静
かなブームです。

文 短歌大会 10月25日(土） 12：30～16：00
市
大

会
議
館
室

民
会１

１
１
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
‐
Ｔ
Ｉ
Ｉ

標
語
の
部

歯
の
衛
生
週
間
の
一
環
と
し
〈
作
文
〉
＊
県
歯
科
医
師
会
長

て
行
わ
れ
た
県
口
腔
保
健
図
画
．
賞
．
：
「
お
ふ
く
ろ
丸
ご
と
だ
し
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、
８
０
宮
崎
千
恵
子
（
柴
崎
）

２
０
運
動
普
及
作
文
・
標
語
審
〈
標
語
〉
＊
県
歯
科
衛
生
士
会

査
会
県
健
歯
児
童
生
徒
コ
ン
長
賞
．
：
「
健
康
と
笑
顔
を
支
え

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
市
内
か
ら
る
自
分
の
歯
」
川
田
明
彦
（
湖

次
の
方
々
が
表
彰
き
れ
ま
し
た
。
北
台
）

Ｐ

俳句大会 秋の情感､しみじみと。 10月26日(日） 11:00～16:00化
ホ
ス
タ
ー
の

歯
⑳
衛
生
週
澗

コ
ン
テ
ス
ト

秋天に朗々と響き渡I)
ます°

吟詠大会 10月26日（日） 湖北地区公民館ホール10:00～16830

行

お気軽に茶をご徽味くだ
さい（2席で400円)。

11月1日・3日

（土・祝）
茶

△
室 湖北地区公民館10：00～15：00

事

謡曲大会 600年の歴史、脈脈と。 11月2日（日） 10:00～16:30

で
市
内
の

部
で
知
事
賞

湖北地区公民館ホール
日本の民族衣装蒲物の
素附らしさをご覧ください。

着物着付け発表会 11月3日(祝） 13：30～15;30

▼
日
時
、
月
皿
日
（
金
）
受
付
・
・
・

正
午
、
開
演
…
午
後
１
時

▼
場
所
松
戸
市
文
化
会
館
「
森

の
ホ
ー
ル
型
」
（
参
加
費
無
料
）

▼
内
容
「
素
敵
に
家
族
」
を
テ

ー
マ
に
、
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク

』

中
里
諏
訪
神
社
の
祭
礼
に
よ
り
、

下
図
の
と
お
り
交
通
規
制
が
行
わ

第
Ｎ
獄
尚
凰
韓
黙
避
け
串
剛
題
侭
全
篇
廻
釿
創
ユ
順
凶

《
浮
皀
ど
毒
詞
性
の
萄
鱒
何
Ｗ
師
の
塞
拓
叫
者
雲
豊
募
集

中里謝罰神社

祭礼による交通規制

な
ど
に
輝
く

方
が
受
賞

「
こ
れ
か
ら
も
合
唱
を
続
け
て
い
き
た
い
」

市
内
初
、
若
者
た
ち
の
合
唱
団
誕
生

１
１
と
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
一

れ
ま
す
。

当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

神
輿
や
山
車
引
き
が
行
わ
れ
る
た

め
、
現
場
の
指
示
に
従
っ
て
安
全

通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
、
月
、
日
（
祝
）

▼
出
演
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン

（
タ
レ
ン
ト
）
、
向
井
万
起
男

（
慶
応
大
学
助
教
授
）
、
小
宮
山

洋
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

▼
定
員
先
着
２
０
０
０
人

（
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

※
保
育
・
手
話
の
用
意
有
り

中
学
・
高
校
生
を
中
心
と
し

た
混
声
合
唱
団
が
市
内
に
初
め

て
誕
生
し
、
８
月
釦
日
に
市
民

会
館
で
初
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

名
称
は
〃
ア
イ
ク
ル
〃
。

「
身
近
に
合
唱
を
楽
し
め
る
場

が
ほ
し
ど
と
い
う
高
校
生
の

子ども神輿渡御経路
(ｰ]交通規制）

｜｜|｜国遊鯛‘号|’
一
湖
北
小
②

ヨ
ロロ

ロ唾

9

家

声
を
聞
い
た
男
声
合
唱
団
〃
シ
ヤ

ウ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
オ
ッ
ク
ス
″
の

有
志
が
呼
び
掛
け
て
結
成
さ
れ
た

も
の
で
中
学
生
か
ら
加
歳
ま
で

の
人
な
ら
、
誰
で
も
参
加
が
可
能
。

合
唱
連
盟
の
有
志
も
運
営
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
指
導
に
は
、
天

み
つ
や

王
台
在
住
の
声
楽
家
大
久
保
光
哉

ざ
ん
ら
が
あ
た
り
ま
す
。

練
習
に
参
加
し
た
団
員
は
、
一

様
に
「
楽
し
と
毒
「
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
。

ｎ
月
詔
日
（
祝
）
の
市
合
唱
祭
で
、

初
演
奏
を
披
露
す
る
予
定
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

か
く

▼
問
い
合
わ
せ
志
賀
未
（
師
）
５

２
７
５

※
当
日
は
、
新
京
成
線
八
柱
駅
・

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
か
ら
会

場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運
行

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
松
戸
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
盆
０
４
７
（
３
６
４
）
８

７
７
８
へ

▼
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
２

時※
た
だ
し
、
雨
天
の
場
合
は
哩
日

（
且
に
順
延

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
配
）
０
１
１
０

二
●
高
校

云
睾
蛾

’
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森内麻美ちゃん
（白山・1歳5カ月） シ日時・場所10月29日(水)午前

10時から午後3時、中央公民館

し内容自動車の仕組み、故障時

の対応など学科・実習(参加無料）

し対象・定員市内在住で普通免

許証をお持ちの方、先着40人

し申し込み・問い合わせ電話で

中央公民館壷(82)0515へ

司法書士が土地や建物、会社な

どの登記について相談を受けます。

お気軽にご相談ください。

伝日時・場所10月7日(火)午前

10時から午後3時、市役所西別館

3階市民相談室（相談無料）

し申し込み当日直接会場へ
』】がた

し問い合わせ小形壷(67)3055や
ん 先着30人

伝申し込み・問い合わせ電話で

歩日程・会場講習会…11月11日

(火)、松戸市民会館、試験…11月

30日(日)、日本大学牛産~[学部津

田沼校舎（習志野市）

戸受付時間講習会・試験とも10

月13日(月)から16日(木)まで

※申し込み方法等、詳しくは市消

防本部予防課盃(81)7702へ

回国国凹 かちば県民プラザ（入場無料）

シ日時・場所11月2日(日)午前し講師相川浩（元NHKアナウ

’'1
1

分から11時30分（参加費無料）シ申し込み・問い合わせハガキガキに住所、氏名、年齢、返信用少活動日・場所毎週月曜から金

陰持参ラケット(持っている方）に大会名、種目、チーム名、代表ハガキに住所、氏名を明記し、10曜日、小規模福祉作業所「むつぼ
県内4番目の干葉陸運支局野田

自動車検査登録事務所が設置され

ることに伴い、県では、自動車税

事務所野田支所を開設します。

伝所在地野田市上三ケ尾字宮前

207の25(野田自動車検査登録事務

所構内）

歩業務内容自動車税の収納、納

税証明書の交付

し業務開始10月20日(月)から

い問い合わせ県自動車税事務所

野田支所壷(21)2112（20日以降）

◎近隣センター等公共施設利用の

活動などは、優先的に場所が確保

されているものではありません。

囮湖北地区公民館15の35小野塚章司査(83)7499へ

◎子どもクッキング（ドライカレ

一でブランチを）

回 国回国
し日時10月11日(土)午前9時15伝日程男子B、女子C…10月12（日）、1泊2日（小雨決行）

公ぺわ叩や土上人ざわし0力みやく

分受付、9時30分から午後0時30日(日)、男子A、壮年、女子A・シ場所鍋割山・丹沢主脈縦走

’
分B…10月19日（日）〈雨天の場合は、し対象・定員2日間の歩行（延

腰対象・定員小学生、先着25人両日とも11月2日に延期＞べ10時間）に耐えられ、上級を目
|P

’ 干葉県警察では、県内4か所で

r巡回被害者相談所」を開設し、

被害者が困っていること、不安な

ことなど各種の相談に応じます。

お気軽にご相談ください。

し曰時・場所10月17日(金)午後

1時から5時、柏市中央公民館

医相談費用無料

※他会場の開催日等、詳しくは我

孫子警察署刑事課壷(82)0110へ

鯵日時10月11日(土)午前9時30伝参加費1組600円

分から11時30分（参加費無料）シ申し込み・問い合わせハガキ

し内容①折り紙（折り紙、ハサに出場クラス、2人の住所、氏名、四シ切りの画用紙に遊んでいる

1水ミ、のり持参）②おはなし会、土年齢、電話番号を明記し、10月10人や動物の絵を書いて持ち寄り、

佐の民話◎ベーゴマ④将棋日（祝・必着）までに湖北台7の入場門に張ってみませんか。
ひでし

傍問い合わせ湖北地区公民館20の83の201高田英志査(87)2725レ日時10月10日(祝)午後1時か

蕊 2木へら4時（参加費無料）

10
月

｜

’
惨場所湖北台中央公園（雨天の ５

－
斗

金
一
士

場合は、婦人児童センター）陰日時・場所10月5日(日)午前

9時開始、市民体育館（雨天の場シ日時10月12日(日)午前10時かシ対象小学校高学年から中学生

蕊
合は19日に延期）ら午後3時シ問い合わせ田渕公(83)9804

し種目一般男子1．2部、一般伝場所湖北地区公民館
そうじO含

女子、壮年男・女（45歳以上59歳傍席主表千家…横山宗樹、大日
しようせん

●

以下）、シニア男子（60歳以上）本茶道学会…横田尚仙世曰時10月5日(日)午前10時か

し参加資格市内在住・在勤・在腰席料2席で1000円ら午後3時

学者（高校生以上）※茶道連盟では、月釜の席主を蟇し内容入所者の作品展示、バザ

レ参加費1チーム600円集しています。一、模擬店、カラオケステージ

像申し込み・問い合わせ電話で伝問い合わせ小野壷(82)6161※不用の衣類・日用品などがあり

⑰
’
７
’
８
－
９

月
一
火
一
水
一
木

ましたら、ご協力お願いします。10月3日(金)までに石嶋云(82)97

惨場所・問い合わせ特別養護老13へ

伝曰時10月4日(土)開場･午後人ホームr久遠苑」壷(87)3141

3時30分、開演…4時

い日程・内容＊10月8日(水)か伝場所市民会館

ら11日(土)..､作品展（絵画、書道、シ出演人形劇団プーク伝日時10月18日(土)午後1時30

墨絵、華道他）＊10月11日(土）し入場料4500円分から4時

から12日(日)…芸能発表（雲踊、伝問い合わせ同劇場壷(88)9078レ場所市民会館（入場無料）

詩吟、ダンス、大正琴他）、将棋、（午前10時から午後3時に限る）シ講師田沼繁（農林水産省蚕糸.

昆虫農業技術研究所）太極拳、カラオケ大会、バザー他

※同サークルでは、新会員を募集腰場所・問い合わせ根戸近隣セ

医曰時・場所10月12日(日)正午

から午後4時、干葉市ヴェルシオ

ーネ若潮3階（|日若潮会館）

惨内容専門医による指導

し対象ペースメーカーを植えこ

んだ方

し参加費2500円（昼食代含む）

腰申し込み・問い合わせ電話で

10月5日(日)までに同会干葉県支

部事務局鈴木盃043(263)7744へ

鰯

蕊

》
諜

画
●
●
。

。
、
●

■
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
■
■
■
且
‐

陵日時10月5日(日)午前10時30

分から午後2時30分

修場所市民プラザ（入場無料）

し内容介護体験談発表、福祉サ

ービスの紹介、福祉機器展示ほか

腰問い合わせ特別養護老人ホー

ム「和楽園」念(88)6261

全国一斉司艫士豊湖訓旧マイカー点検教室
社会福祉施設就労入門講座
r短期コース」受講生

軸9噸篝騨物響薑さわやかハート講演会
r心と心のメッセージ」

第11回我孫子市オープン
ランク別団体卓球大会 小規模福祉作業所｢むつぼし」

通所希望者

楽しく遊ぼう(篭剰

千葉県自動車税事務所
野田支所を開設します

千葉県労山加盟
｢岳人あびこ」公開登山

職ﾃﾆｽ祇絵(タﾌ゙ﾙｽ）

相談肌を開設

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日I咽当番医・1週間の行忍j工）

B(85)1313

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 颪蘭剛、
｢あびこ子どもまつり」の
入場門をみんなで作ろう ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 配MH副mNIⅢI

Se
〃日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日救急歯科診霞日=休日救急歯科謡涌(市民会館内)9:00~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
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画休日当番医＝テレホンサービス
〃休日叙急歯科診腰日=休日救急歯科診爵所(而民会館内)9:冊~11:30
〃市民図醤館休館(本館は除く）
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

《ず日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診鼠日=休日叙急歯科診環所(市民会飽内）

画交通事故相談＝交通整備課10:00～15:00
”心配ごと相鱗＝保健センター9:00～15:00
”10月17日分税務相談予約受付日(電話で8:30から）
壷市民会館・市民図醤館・馬の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画市民図書館・鳥の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

”10月21日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

虚法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃市民プラザ休館

)0~11:30

【詞法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

彦酒害相談＝保健センター13:30～15:00

画健康相談＝つつじ荘10:00～11:30
－健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

画登記相談＝市民相談室10:00～15:00

〃10月14.16日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

〃市民プラザ休館

ｿﾌﾄﾃﾆｽ市民絵(効ﾚｽ）
茶道連盟月釜
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｢久遠苑｣文化祭

あびこ子ども劇場公演
｢工ルマーと16びきのりゆう」

根戸近隣セ 一文化祭
あびこｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾙ講演会
｢絹の歴史と蚕のｲｵﾃｸﾉﾛジー 」

臼本心園ペースメーカー
友の会勉強会

第3回在宅介護フエア
第1個柵子制榔他剛際


